
                                      今号の主な内容                                        
    

●●●●    鶏舎鶏舎鶏舎鶏舎のののの消毒消毒消毒消毒、、、、野鳥等野鳥等野鳥等野鳥等のののの侵入防止対策侵入防止対策侵入防止対策侵入防止対策をををを徹底徹底徹底徹底しましょうしましょうしましょうしましょう    
● みつばちのみつばちのみつばちのみつばちの腐蛆腐蛆腐蛆腐蛆（（（（ふそふそふそふそ））））病病病病をををを予防予防予防予防しましょうしましょうしましょうしましょう    
● 確実確実確実確実なななな死亡牛死亡牛死亡牛死亡牛ののののＢＳＥＢＳＥＢＳＥＢＳＥ検査検査検査検査へのへのへのへの協力協力協力協力をををを    
                                ～～～～    速速速速やかなやかなやかなやかな死亡牛死亡牛死亡牛死亡牛のののの搬入搬入搬入搬入のおのおのおのお願願願願いいいい    ～～～～    
●●●●    成牛成牛成牛成牛ののののサルモネラサルモネラサルモネラサルモネラ症症症症についてについてについてについて    
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鶏舎の消毒、野鳥等の侵入防止対策 

を徹底しましょう！ 

本 年 ４月 から５月 にかけ、秋 田 ・青 森 県 の十 和 田 湖 畔 及 び北 海 道 の野 付 半 島 ・サロ

マ湖 畔 で死 亡 したハクチョウから高 病 原 性 鳥 インフルエンザウイルスが検 出 されました。

これらを受 け県 では５月 、養 鶏 場 を対 象 とした石 灰 散 布 による緊 急 一 斉 消 毒 を実 施 し

ました。 

図 鶏舎周囲の石灰消毒 

 これから渡り鳥の飛来時期を迎えるにあたり、農場では特に、  

①  鶏舎内外鶏舎内外鶏舎内外鶏舎内外のののの定期的定期的定期的定期的なななな消毒消毒消毒消毒     

②  鶏舎破損箇所補修や防鳥ネットなどによる  

野鳥野鳥野鳥野鳥やややや野生動物等野生動物等野生動物等野生動物等のののの侵入防止侵入防止侵入防止侵入防止対策対策対策対策のののの実施実施実施実施     

によりウイルスウイルスウイルスウイルス侵入防止対策侵入防止対策侵入防止対策侵入防止対策をををを徹底徹底徹底徹底しましょうしましょうしましょうしましょう。。。。     

        

またまたまたまた、、、、常常常常にににに本病本病本病本病のののの発生発生発生発生をををを疑疑疑疑いいいい、、、、突然突然突然突然のののの死亡羽数死亡羽数死亡羽数死亡羽数のののの    

上昇等上昇等上昇等上昇等鳥鳥鳥鳥インフルエンザインフルエンザインフルエンザインフルエンザをををを疑疑疑疑うううう症状症状症状症状がががが見見見見られたられたられたられた場合場合場合場合にはにはにはには、、、、    

死亡家死亡家死亡家死亡家きんのきんのきんのきんの羽数羽数羽数羽数のののの多少多少多少多少にかかわらずにかかわらずにかかわらずにかかわらず、、、、直直直直ちにちにちにちに当所当所当所当所へへへへ    

ごごごご連絡連絡連絡連絡くださいくださいくださいください。。。。 

 

みつばちの腐蛆（ふそ）病 を 予防しましょう 

８月、家畜伝染病で指定されるみつばちの「腐蛆病」が発生し、まん延防止

のため、法に基づき発生ほう群の処分及び飼養場所の消毒を行いました。 

腐蛆病に感染すると、「蜂児が死亡しチョコレート色の粘液状になる」（次ページ写真１）、

「幼虫の蓋がへこみ穴があく」（次ページ写真２）、「独特の臭いがする」などの症状がみら

れます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真写真写真写真 1111    チョコレートチョコレートチョコレートチョコレート色粘液状色粘液状色粘液状色粘液状のののの蜂児蜂児蜂児蜂児    写真写真写真写真２２２２    幼虫蓋幼虫蓋幼虫蓋幼虫蓋のへこみのへこみのへこみのへこみとととと穴穴穴穴    

へこみへこみへこみへこみ    
穴穴穴穴    

本病の発生予防のため、病原菌の侵入防止（器具・餌・人・車両等による持込み）に

努めましょう。また、適正な予防薬予防薬予防薬予防薬（（（（みつばちみつばちみつばちみつばち用用用用アピテンアピテンアピテンアピテン））））の使用も効果的です。 

当所では、飼養みつばちを対象に、毎年検査を実施しています。腐蛆病は、近隣のほう

群へ伝染する可能性も高いことから、群数群数群数群数のののの多少多少多少多少にかかわらずにかかわらずにかかわらずにかかわらず必必必必ずずずず検査検査検査検査をををを受受受受けましょうけましょうけましょうけましょう。。。。

またまたまたまた、、、、ほうほうほうほう群群群群にににに異常異常異常異常をををを感感感感じたじたじたじた場合場合場合場合はははは、、、、当所当所当所当所までまでまでまで連絡連絡連絡連絡くださいくださいくださいください。。。。    

 

  
「「「「みつばちみつばちみつばちみつばち用用用用アピテンアピテンアピテンアピテン」」」」使用使用使用使用にあたってのにあたってのにあたってのにあたっての注意注意注意注意    

「みつばち用アピテン」は、「ミロサマイシン」という抗生物質を有効成分とする

動物用医薬品です。間違った方法で使用すると、はちみつ等に抗生物質が残留する危

険がありますので、用法・用量を守って使用しましょう。 

用法・用量を守らない使用は、薬事法違反となります。 

   

１１１１））））投与方法投与方法投与方法投与方法    ：：：：    アピテンの説明書に従って、使用のつど調整し（調整した薬剤は

保存がききません。）、決められた分量を、７日間だけ設置します。 

○ 薄めて低い濃度で投与したり、決められた期間を超えて投与したりすること

は、薬剤に耐性のある菌の出現の原因となります！ 

○ 砂糖水に添加するなど、用法以外での投与は薬剤残留の原因となります。 

２２２２））））投与時期投与時期投与時期投与時期    ：：：：早春および秋に 1回（７日間）だけ投与。 

○    採密期には、投与できません。 

○ 予防には、成蜂がアピテンを餌として摂取し、蜂児に給餌することが必要です。

野外に餌が多い時期の投与は、アピテンがうまく摂取されない場合があります。

３３３３））））そのそのそのその他他他他のののの注意事項注意事項注意事項注意事項        

薬剤残留のため、投与中および投与後１４日間に貯えられたはちみつやローヤル

ゼリーは食用にできません。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 確実な死亡牛のＢＳＥ検査への協力を！ 
～ 速やかな死亡牛の搬入のお願い ～ 

 平成１３年９月２１日に国内初の BSE 患畜の発生を受け、 

と畜牛の同病検査が強化される一方、牛海綿状脳症対策特別措置法 

（平成１４年６月１４日法律第７０号）により、２４ヶ月齢以上の 

死亡牛の届出と原則として該当牛の BSE 検査の受検が義務化されました。 

本県では、同法の施行日である平成１５年４月１日から、２４カ月齢以上の死亡牛の

BSE 検査を実施しており、昨年度まで全ての検査牛は陰性で経過しています。 

 当所では、奥州市の東北油化㈱化製場にある 

死亡牛の保冷保管施設において、死亡牛から 

検査材料を採取し、今年度は、８月末までに 

４２１頭（昨年同期比３０頭増）を検査に供し、 

全頭の陰性を確認しています。 

２４２４２４２４ヶヶヶヶ月齢以上月齢以上月齢以上月齢以上のののの死亡牛死亡牛死亡牛死亡牛のののの取扱取扱取扱取扱いはいはいはいは・・・・・・・・・・・・ 

とととと    ここここ    ろろろろ    でででで・・・・・・・・・・・・ 
例年、外気温が高く

なる６月から９月は、死亡牛の保冷保管施

設への搬入が遅れると、腐敗や脳の融解を

起こすため、必要な検査材料が確保できず

BSE 検査に支障をきたすことがあります。 

これから冷涼な季節に向かいますが、｢数日間放置しても大丈夫･･･｣と思わずに、牛の

生産現場から本検査本検査本検査本検査のののの趣旨趣旨趣旨趣旨をごをごをごをご理解理解理解理解いただきいただきいただきいただき、、、、速速速速やかなやかなやかなやかな死亡牛死亡牛死亡牛死亡牛のののの搬入搬入搬入搬入

とととと確実確実確実確実ななななＢＳＥＢＳＥＢＳＥＢＳＥ検査検査検査検査にににに御協力御協力御協力御協力をおをおをおをお願願願願いしますいしますいしますいします！！！！！！！！    
 

今年度は、管内の検査不適事例が５戸７

頭（9/12 現在）と増加傾向にあり、ＢＳＥ

の清浄確認の支障となります。 

死亡牛検査死亡牛検査死亡牛検査死亡牛検査のののの流流流流れれれれ    

① 
診療 
依頼 
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獣医師獣医師獣医師獣医師    

農農農農    場場場場    

死亡牛死亡牛死亡牛死亡牛のののの保冷保管施設保冷保管施設保冷保管施設保冷保管施設    

    死亡牛死亡牛死亡牛死亡牛のののの搬入搬入搬入搬入    
（（（（本人又本人又本人又本人又はははは業者業者業者業者））））

② 
検案 

③死亡牛の届出 

④死亡牛の 
採材・検査 

速速速速やかにやかにやかにやかに！！！！     

そこでそこでそこでそこで、、、、おおおお願願願願いですがいですがいですがいですが・・・・・・・・・・・・ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成牛のサルモネラ症について 

 県内の酪農場で搾乳牛のサルモネラ症が相次いで発生しています。９月２２日現在で、

管内の 1戸を含め 6戸で発生が確認されています。 

                サルモネラ菌の感染が原因で、下痢や敗血症等を起こす

疾病です。 

古くは子牛の病気と考えられていましたが、最近では、成牛の発生が増加しています。

高泌乳を求めた飼養技術の変化が背景にあるといわれ、濃厚飼料の多給･粗飼料給与の不

足、高泌乳、分娩、暑熱などのストレスが発症の誘因として指摘されています。 

サルモネラ菌の経口摂取により感染が成立します。夏から秋にかけて多く発生する傾向

があります。 

 サルモネラには、2,500 種類以上の血清型が存在します。牛では、主な原因菌としてサ

ルモネラ・ティフィムリウム、ダブリン、エンテリティディスが家畜伝染病予防法で届出

伝染病に指定されていますが、この他にも多くの血清型が本症の原因となります。 

サルモネラはヒトにも感染し、人畜共通感染症の原因としても重要です。

 

症状は、高熱、下痢、泌乳量の低下、流産等です。敗血症により死亡あるいは淘汰され

ることも少なくありません。薬剤投与による生乳廃棄もあり、甚大な損失をもたらします。

感染した牛は、回復しても体内に菌が存在し続ける保菌牛となります。保菌牛は長期間

に渡って糞便中に菌を排出し続け、清浄化をより困難にします。 

そのそのそのその１１１１    農場農場農場農場にににに持持持持ちちちち込込込込まないまないまないまない！！！！    

○ 牛舎の出入り口に踏み込み消毒槽を設置する。 

○ 牛舎内への関係者以外の出入りを制限する。来訪者には、専用の長靴を用意する。

○ 牛舎内外を定期的に消毒する。 

そのそのそのその２２２２    まんまんまんまん延延延延させないさせないさせないさせない！！！！    

○ 異常牛の早期発見に努め、発見した場合は隔離するとともに、速やかに獣医師に

診療を依頼する。 

 ○ 石灰、塩素剤を用いて、牛舎、器具等の消毒を徹底する。 

○ ワクチンや生菌剤を活用する。 

対対対対    策策策策    はははは？？？？    

どんなどんなどんなどんな病気病気病気病気ですかですかですかですか？？？？    
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